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会津若松市水道部 検  索

災害時に活躍する応急給水設備

災害はいつ起こるかわかりません。万が一の災害が起こった時でも市民の皆さまの
ライフラインを守るため、水道部では応急給水の設備をこれからも整えていきます。

　東日本大震災以降、毎年全国各地で地震や風水害などの災害が多く発生しています。災害が発生
すると、浄水場や水道管の破損によりライフラインである水道が使用できなくなるおそれがあります。
　水道部では、万が一の災害発生時でも市民の皆さまに安全な水道水（飲料水）を供給するため、
さまざまな応急給水設備を備えています。

給水車
　給水車は２台所有しています。１台のタンクで2,000
ℓの水を運ぶことができます。下記の応急給水袋では
約330袋分お配りできます。また、給水車についている
ポンプを使って、地面より高い場所にある受水槽など
に給水することができます。他にも、トラックなどに乗
せて使う可搬式タンクを４台保有しています。

　水道事業は、皆さまからいただいている水道料
金を主な財源として成り立っています。
　皆さまにはご負担をおかけしますが、今後も安
全・安心な水道水の供給や施設の維持管理に努
め、経費節減や事業経営の健全化に取り組んでま
いりますので、皆さまのご理解とご協力をお願い
いたします。

ライフラインを守るため、水道部では応急給水

水道事業は、皆さまからいただいている水道料
金を主な財源として成り立っています。

平成29年６月分から水道料金を改定しました

応急給水袋
　応急給水袋は、給水車などから市民の皆さまに水
道水をお渡しする場合に使用します。これまでは容
量が10ℓのものでしたが、
女性やお年寄りの方でも運
びやすいよう、容量が6ℓで
手提げやリュックタイプに
もなるものに変更します。
水道部では必要な分を常備
できるよう備蓄を進めてい
ます。

災害派遣
　水道部ではこれまで各地で起きた災害で、水道が使
用できなくなった被災地に職員や給水車を派遣し、応
急給水を実施してきました。要請により阪神淡路大震
災、新潟県中越
地震、東日本大
震災などへ派遣
してきました。

組立式給水タンク
　組立式給水タンクは
９基所有しています。
万が一、災害が発生した
ときは市内各地に設置
し、給水拠点として活用
します。１基に貯められ
る水量は 1,000ℓです。
　他にも風船式水槽と
いう水を入れると膨らむタンクが７基あります。

水道料金 ・ 開栓 ・ 閉栓

☎（0242）22－6172
FAX（0242）25－1307

会津若松市水道料金センター

事業認可・予算・決算

☎（0242）22－6073
FAX（0242）22－6173

総務課

水道に関する問い合わせは

水道の工事・修理・漏水

☎（0242）22－6171（水道部庁舎）
☎（0242）23－9986（滝沢浄水場）

会津若松アクアパートナー㈱

水道施設の整備

☎（0242）22－6177施設課

【特集】はじめまして。會津水援隊です。  …………2

●災害時に活躍する応急給水設備 …………………………………4

會津水援隊宣言を行う隊士
会津若松市の水道の応援団が結成されました。
皆さんと一緒に 50 年・100 年後も安全安心
な水道を守っていきます。

青龍
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隊士くん

朱雀

スマートフォン用

白
虎



平成29年9月1日No.87【 3 】 水 道 あ い づ わ か ま つ

私たちも會津水援隊隊士です

　私は昨年、水道事業のPR動画　に出演させていただきました。初めてこのよ
うな経験をさせていただき、とても貴重な体験となりました。
　私自身、出演させていただくまで水道にあまり関心はありませんでした。し
かし、日常生活で節水を心がけるなど、心情の変化がありました。
　これからも、水援隊士として自分自身で心がけるのはもちろんのこと、周り
にも呼びかけると同時に、会津若松市の水道の認知度上昇に貢献していきたい
です。

會津水援隊隊士の皆さんから感想を伺いました。

水道の認知度上昇に貢献したい

會津水援隊の活動予定
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９
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３
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催
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。
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どのキャラクターが好き？
　會津水援隊には会津若松市の水道を応援するキャラ
クターたちがいます。
　この紙面のどこかに登場しています。　　　　　　　　　
　自分のお気に入りのキャラクターを
探してみよう！

ヒント：戊辰戦争で会津藩が編成した隊の名前は？

会津大学２年　荒木真人さん

子どもたちも参加した給水訓練
（平成 28年実施）

玄
武

　式典にはたくさんの子どもたちも参加していました。自分もあのくらい小
さな頃は、蛇口から出る水を無駄遣いしたところで「もったいない」とは考
えなかっただろうなと、大学生になった今は思います。未来の水道は、そん
な若い世代にかかっているともいえるでしょう。水援隊士として、若い世代
のために安全な水道を守るとともに、水道に対する意識を若い世代と共有し
発展させ、これからの水道保全事業に関わっていきたいと思いました。

未来の水道を守る。若い世代と共有したい

※水道事業のPR動画は市のホームページからもご覧になれます。

会津大学修士１年　大野裕也さん

※
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